
学校番号 １０１４ 

令和２年度 外国語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅱ ２ 第２学年 
All Aboard! English CommunicationⅡ 

（東京書籍） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅱは、それぞれの Lesson に出てくる文法事項を確認しながら、主に「読むこと」「書くこと」 

の力をつける授業です。また各 Lesson で扱う文法や表現を使って会話を聞き、実際に会話をすることで「聞くこと」 

「話すこと」の力も養います。授業では積極的に活動に参加しましょう。 

・各 Lesson で扱う語彙や文法については、実際に自分がどう使うか、を意識して学習することが大切です。また実際に

話すときはミスを恐れず発話することを意識しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションなどの「英語らしさ」を大切

にし、相手に伝わるような音読を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（２単位）等 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

基本的な後や表

現を使って、好き

嫌いやできるこ

とできないこと

など日常的な事

柄についてやり

取りをすること

ができる。 

決まった表現や

形式を用いて、日

時や場所につい

て質問したり質

問に答えたりす

ることができる。 

学習状況の

観察 

実技テスト 

簡単な語や基礎 

的な語を用い 

て、バースデー 

カードなど、メ 

ッセージカード 

を書くことがで 

きる。 

基本的な語句や表 

現、文法事項など 

の知識を活用して 

簡単な英文（１文） 

を書くことができ 

る。 

学習状況の

観察 

定期考査 

ゆっくりはっきり 

と話されれば、「立 

て」「座れ」「止ま 

れ」などの短い簡 

単な指示を理解す 

ることができる。 

ゆっくりはっきり 

と発音されれば、 

身近な単語や句を 

正確に聞き取るこ 

とができる。 

学習状況の

観察 

日常生活で使われ

る簡単で短い文章

（携帯メールや招

待状など）を理解す

ることができる。 

挿絵や写真のある

簡単な１～３文程

度の情景描写を理

解でき、バースデー

カードなどのメッ

セージの内容を読

み取ることができ

る。 

音読テスト 

暗唱テスト 

定期考査 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

持ち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「聞くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語やその運用についての知

識を身につけているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

Fantastic 

Festivals 

世界の祭り 

（７時間） 

イタリアとフィ

リピンの２つの

祭りに関する発

表について読

み，その特徴や

共通点を学ぶ。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・世界の祭りに関心を

持ち、積極的に聞い

たり読んだりでき

る。 

 

・単元の写真に関するリ

スニング活動を行い、

概要をとらえる。 

・聞き取った内容を間

違うことを恐れず、

積極的に話し合っ

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートなどを

提出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・身近な行事について

間違いを恐れずに話

したり書いたりして

いる。 

・例示する表現を用いて

楽しみにしている行事

について３文程度の説

明文を書く。 

・ある行事の写真を 

見せ、メモをもと

その様子を簡潔に

説明することがで

きる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートなどを

提出させ、その内容

が理解できている

かを判断する。 

「外国語理解の能力」 

・世界の祭りに関する

説明を読み，概要を

的確にとらえてい

る。 

・紹介された祭りについ

て本文の要約を書くと

ともに、その内容を発

表する。 

・本文で紹介された内

容に加えて、題材背

景資料等を用いて

より詳しい説明が

できる。 

・グループでの言語活 

動を観察する。 

・クラス内で発表を

し、内容が理解でき

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・比較表現について基

本的な知識を理解で

きる。 

・事物の紹介という場

面に適切な表現を理

解できる。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を理解す

る。 

・例示する表現を用い

て写真の人物や情

景を描写すること

ができる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した小テ

スト・定期テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判

断する。 

Lesson 2 

Dancing 

with 

Freedom 

自分を表現

すること 

（７時間） 

ダンサーの菅原

小春さんについ

て読み，世界で

活躍するまでの

道のりについて

学ぶ。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・人物の紹介とその背

景や魅力に関心を持

ち，積極的に聞いた

り読んだりできる。 

・人物について積極的

に説明する。 

・単元の写真に関するリ

スニング活動を行い、

概要をとらえる。 

・聞き取った内容を間

違うことを恐れず、

積極的に話し合っ

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートなどを

提出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・自分のことについて

正確に表現し，適切

に説明できる。 

・例示する表現を用いて

自分の性格や趣味につ

いて３文程度の説明文

を書く。 

・ある人物の写真を見

せ、メモをもとにそ

の人物を簡潔に説

明することができ

る。 

・グループでの言語活 

動を観察する。 

・クラス内で発表を

し、内容が理解でき

ているかを判断す

る。 

「外国語理解の能力」 

・人物に関する説明に

ついて概要を的確に

理解できる。 

・紹介された人物につい

て本文の要約を書くと

ともに、その内容を発

表する。 

・本文で紹介された内

容に加えて、題材背

景資料等を用いて

より詳しい説明が

できる。 

・グループでの言語活 

動を観察する。 

・クラス内で発表を

し、内容が理解でき

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞について

基本的な知識を理解

できる。 

・人物の紹介という場

面に適切な表現を理

解できる。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を理解す

る。 

・例示する表現を用い

て挿絵の人物を描

写することができ

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した小テ

スト・定期テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判

断する。 



 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3 

The  

Spirit of 

the Forest 

森 の 精 霊

（７時間） 

天然記念物で日

本の固有種であ

るヤマネと，そ

の生息環境につ

いて学ぶ。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ヤマネについて関心

を持ち，積極的に聞

いたり読んだりでき

る。 

・野生動物と自然環境

について積極的に表

現できる。 

・単元の写真に関するリ

スニング活動を行い、

概要をとらえる。 

・聞き取った内容を間

違うことを恐れず、

積極的に話し合っ

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートなどを

提出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・生息数が減少してい

る動物について正確

に表現し，適切に説

明できる。 

・例示する表現を用いて

絶滅が危惧される動物

について３文程度の説

明文を書く。 

・生息数が減少してい

る動物にまつわる

写真を見せ、メモを

もとにその内容を

簡潔に説明するこ

とができる。 

・グループでの言語活 

動を観察する。 

・クラス内で発表を

し、内容が理解でき

ているかを判断す

る。 

「外国語理解の能力」 

・森の精霊ついての説

明を的確に理解でき

る。 

 

・ヤマネについて本文の

要約を書くとともに、

その内容を発表する。 

・本文で紹介された内

容に加えて、題材背

景資料等を用いて

より詳しい説明が

できる。 

・グループでの言語活 

動を観察する。 

・クラス内で発表を 

し、内容が理解でき 

ているかを判断す 

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・間接疑問の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を理解す

る。 

・例示する表現を用い

て写真の人物や情

景を描写すること

ができる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した小テ

スト・定期テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判

断する。 

Lesson 4 

Living 

with 

Robots 

ロボットと

築 く 未 来

（７時間） 

科学技術発達の

例としてロボッ

トについて読

み，未来の生活

について考え

る。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ロボットの役割や未

来の生活について関

心を持ち，積極的に

聞いたり読んだりで

きる。 

・単元の写真に関するリ

スニング活動を行い、

概要をとらえる。 

・聞き取った内容を間

違うことを恐れず、

積極的に話し合っ

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートなどを

提出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・テーマについての賛

成・反対の考えとそ

の理由を正確に聞き

取ることができる。 

・例示する表現を用いて

与えられたテーマの賛

成・反対について３文

程度の説明文を書く。 

・「ロボットは私たち

を幸せにするか」に

ついて他者の意見

を聞き、メモをもと

にその内容を簡潔

に説明することが

できる。 

・グループでの言語活 

動を観察する。 

・クラス内で発表を

し、内容が理解でき

ているかを判断す

る。 

「外国語理解の能力」 

・ロボットについての

説明を読んで情報を

理解し，概要をとら

えることができる。 

 

・ロボットについて要約

を書くとともに、その

内容を発表する。 

・本文で紹介された内

容に加えて、題材背

景資料等を用いて

より詳しい説明が

できる。 

・グループでの言語活 

動を観察する。 

・クラス内で発表を 

し、内容が理解でき 

ているかを判断す 

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・分詞の使い方を理解

する。 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を理解す

る。 

・例示する表現を用い

て写真の人物や情

景を描写すること

ができる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した小テ

スト・定期テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判

断する。 



 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5 

Special 

Makeup 

in Kabuki 

歌舞伎メイ

ク の 物 語

（７時間） 

日本の伝統文化

である歌舞伎を

説明する英語音

声ガイドを聞い

て，歌舞伎とそ

の独特の舞台化

粧・隈取につい

て学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・歌舞伎や隈取につい

て関心を持ち，積極

的に読んだり聞いた

りできる。 

 

・単元の写真に関するリ

スニング活動を行い、

概要をとらえる。 

・聞き取った内容を間

違うことを恐れず、

積極的に話し合っ

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートなどを

提出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・隈取のデザインにつ

いて適切な表現を用

いて説明できる。 

・例示する表現を用いて

隈取のデザインについ

て３文程度の説明文を

書く。 

・自分が考えた隈取の

絵を見せ、メモをも

とにその内容を簡

潔に説明すること

ができる。 

・グループでの言語活 

動を観察する。 

・クラス内で発表を

し、内容が理解でき

ているかを判断す

る。 

「外国語理解の能力」 

・歌舞伎の歴史や隈取

の特徴について聞い

たり読んだりしたこ

とから要点をとらえ

ることができる。 

・歌舞伎について本文の

要約を書くとともに、

その内容を発表する。 

・本文で紹介された内

容に加えて、題材背景

資料等を用いてより

詳しい説明ができる。 

・グループでの言語活 

動を観察する。 

・クラス内で発表を

し、内容が理解でき

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・不定詞についての基

本的知識を理解でき

る。 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を理解す

る。 

・例示する表現を用い

て写真の人物や情

景を描写すること

ができる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した小テ

スト・定期テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判

断する。 

Lesson 6 

Microcosm 

in the  

Sea 

世界遺産グ

レートバリ

アリーフ 

（７時間） 

世界遺産グレー

トバリアリーフ

についてのプレ

ゼンテーション

を通して，それ

が直面する問題

について学ぶ。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・グレートバリアリー

フとその直面する問

題について関心を持

ち，積極的に聞いた

り読んだりしてい

る。 

 

・単元の写真に関するリ

スニング活動を行い、

概要をとらえる。 

・聞き取った内容を間

違うことを恐れず、

積極的に話し合っ

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートなどを

提出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・未来に残したい場所

や景色について適切

な表現を用いて説明

できる。 

 

・例示する表現を用いて

未来に残したい場所や

景色について５文程度

の説明文を書く。 

・日本を代表する世界

遺産の写真を見せ、

メモをもとにその

内容を簡潔に説明

することができる。 

・グループでの言語活 

動を観察する。 

・クラス内で発表を

し、内容が理解でき

ているかを判断す

る。 

「外国語理解の能力」 

・グレートバリアリー

フについて聞いたり

読んだりしたことか

ら概要や要点をとら

えることができる。 

 

・グレートバリアリーフ

について本文の要約を

書くとともに、その内

容を発表する。 

・本文で紹介された内

容に加えて、題材背

景資料等を用いて

より詳しい説明が

できる。 

・グループでの言語活 

動を観察する。 

・クラス内で発表を 

し、内容が理解で

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・if 節についての基本的

知識を理解できる。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を理解す

る。 

・例示する表現を用い

て写真の人物や情

景を描写すること

ができる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した小テ

スト・定期テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判

断する。 



 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 7 

Hula, 

Dance 

for 

Tomorrow 

笑顔をつな

ぐ踊り 

（７時間） 

高校生のフラダ

ンスチームメン

バーの経験を通

して福島県いわ

き市とフラダン

スの縁について

学ぶ。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・いわき市の歴史とフ

ラダンスとの関係につ

いて関心を持ち，積極

的に聞いたり読んだり

している。 

 

・単元の写真に関するリ

スニング活動を行い、

概要をとらえる。 

・聞き取った内容を間

違うことを恐れず、

積極的に話し合っ

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートなどを

提出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・人を励ますためにで

きることについて自

分の考えを適切に表

現できる。 

 

・例示する表現を用いて

人を励ますためにでき

ることについて５文程

度の説明文を書く。 

・人物の絵を見せ、メ

モをもとにその人

物を励ますために

できることを簡潔

に説明することが

できる。 

・グループでの言語活 

動を観察する。 

・クラス内で発表を

し、内容が理解でき

ているかを判断す

る。 

「外国語理解の能力」 

・いわき市の歴史とフ

ラダンスに関する説

明を読み，概要や要

点をとらえることが

できる。 

 

・いわき市の歴史とフラ

ダンスについて本文の

要約を書くとともに、

その内容を発表する。 

・本文で紹介された内

容に加えて、題材背景

資料等を用いてより

詳しい説明ができる。 

・グループでの言語活 

動を観察する。 

・クラス内で発表を 

し、内容が理解で

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・知覚動詞についての

基本的知識を理解で

きる。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を理解す

る。 

・例示する表現を用い

て写真の人物や情

景を描写すること

ができる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した小テ

スト・定期テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判

断する。 

Lesson 8 

Magic 

of the 

Cotswolds 

魔法にかけ

られて 

（７時間） 

「ハリー・ポッ

ター」シリーズ

の舞台となった

イギリスを訪れ

た結衣からのメ

ールを読んで，

イギリスの風景

や文化について

学ぶ。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・イギリスの町の風景

や文化について関心

を持ち，積極的に聞

いたり読んだりでき

る。 

・単元の写真に関するリ

スニング活動を行い、

概要をとらえる。 

・聞き取った内容を間

違うことを恐れず、

積極的に話し合っ

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートなどを

提出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・自分の好きな場所に

ついて説明できる。 

・例示する表現を用いて

「おすすめの場所」に

ついて理由を挙げなが

ら３文程度の説明文を

書く。 

・「おすすめの場所」

をメール形式でま

とめ、内容を簡潔に

説明することがで

きる。 

・グループでの言語活 

動を観察する。 

・クラス内で発表を

し、内容が理解でき

ているかを判断す

る。 

「外国語理解の能力」 

・イギリスの町や文化

について読み，概要

や要点をとらえるこ

とができる。 

 

 

・イギリスの文化につい

て本文の要約を書くと

ともに、その内容を発

表する。 

・本文で紹介された内

容に加えて、題材背

景資料等を用いて

より詳しい説明が

できる。 

・グループでの言語活 

動を観察する。 

・クラス内で発表を

し、内容が理解でき

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係副詞についての

基本的知識を理解で

きる。 

 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を理解す

る。 

・例示する表現を用い

て写真の人物や情

景を描写すること

ができる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した小テ

スト・定期テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判

断する。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 9 

The Bitter 

Truth 

about 

Chocolate 

甘いチョコ

レートの苦

い現実 

（７時間） 

チョコレートの

裏側にある現実

とフェアトレー

ドシステムにつ

いて学ぶ。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・チョコレートの裏側

にある現実とフェアト

レードシステムについ

て関心を持ち，積極的

に聞いたり読んだりし

ている。 

・単元の写真に関するリ

スニング活動を行い、

概要をとらえる。 

・聞き取った内容を間

違うことを恐れず、

積極的に話し合っ

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートなどを

提出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・グラフを読んで情報

を正確に読み取るこ

とができる。 

・例示する表現を用いて

輸入している食糧につ

いて５文程度の説明文

を書く。 

・輸入食料品のグラフ

を見せ、メモをもと

にその内容を簡潔

に説明することが

できる。 

・グループでの言語活 

動を観察する。 

・クラス内で発表を

し、内容が理解でき

ているかを判断す

る。 

「外国語理解の能力」 

・チョコレートの裏側

にある現実とフェア

トレードシステムに

ついて要点や概要を

読み取ることができ

る。 

・カカオ生産者について

要約を書くとともに、

その内容を発表する。 

・本文で紹介された内 

容に加えて、題材

背景資料等を用い

てより詳しい説明

ができる。 

・グループでの言語活 

動を観察する。 

・クラス内で発表を 

し、内容が理解で

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・使役動詞についての

基本的知識を理解で

きる。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を理解す

る。 

・例示する表現を用い

て写真の人物や情

景を描写すること

ができる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した小テ

スト・定期テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判

断する。 

Lesson 10 

Designing 

for  

Peace 

デザインで

世界を変え

る 

 

（７時間） 

工業デザイナー

のマスード・ハ

ッサニさんと彼

のデザインした

地雷探査機マイ

ン・カフォンに

ついて学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・マスード・ハッサニ

さんとマイン・カフ

ォンについて関心を

持ち，積極的に聞い

たり読んだりでき

る。 

・単元の写真に関するリ

スニング活動を行い、

概要をとらえる。 

・聞き取った内容を間

違うことを恐れず、

積極的に話し合っ

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートなどを

提出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・問題点に対する自分

の考えについて聞き

手に正確に，かつ適

切に伝えることがで

きる。 

・例示する表現を用いて

地域の問題点とその改

善策ついて３文程度の

説明文を書く。 

・地域や社会の問題点

について、メモをも

とにその内容を簡

潔に説明すること

ができる。 

・グループでの言語活 

動を観察する。 

・クラス内で発表を

し、内容が理解でき

ているかを判断す

る。 

「外国語理解の能力」 

・マイン・カフォンに

ついて聞いたり読ん

だりしたことから概

要や要点を正確にと

らえることができ

る。 

 

・工業デザイナーの視点

で問題を解決していく

ハッサニさんについて

要約を書くとともに、

その内容を発表する。 

・本文で紹介された内

容に加えて、題材背

景資料等を用いて

より詳しい説明が

できる。 

・グループでの言語活 

動を観察する。 

・クラス内で発表を

し、内容が理解でき

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・比較表現についての

基本的知識を理解で

きる。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を理解す

る。 

・例示する表現を用い

て写真の人物や情

景を描写すること

ができる。 

 

・言語の使用場面と働

きを意識した小テ

スト・定期テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判

断する。 



 


